関東学生アーチェリー連盟
２０２１年度　男女リーグ戦実施要項
　　　　　　　　　　　　　　　　
関東学生アーチェリー連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　競技委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜試合開始時間＞
午前試合　　集合　　未定　　競技開始　未定
午後試合　　集合　　未定　　競技開始　未定
（立会校及び出場校は選手集合の30分以上前に来て、余裕をもって試合にあたること）
1 跳ね返り矢
・該当する標的の全競技者が行射を中断し、シューティングライン上に残り、立会い員に合図する。
・その立ちの該当する標的以外の全競技者がそのエンドの行射を終えたら、ＤＯＳは競技を中断する。
・跳ね返り矢のあった競技者が立会い員と共に的前に行き、立会い員は的中孔を判定したら印を付け、その矢をエンドの得点記録に加える（他に刺さっている矢は後で看的）。その矢をエンドの得点記録に加える（他に刺さっている矢は後で看的）。→この結果、このエンドの点数記録が降べきの順にならない可能性が出てくることもあるので、立会い員は跳ね返り矢が発生したことと、自分のサインを看的用紙に記入すること。
・跳ね返った矢は全員のそのエンドの得点記録が全て終了するまで標的の後側に置いておく。
・跳ね返り矢のあった標的の全競技者が完射していない場合には時間外処理を行う。
・立会い員はそのエンドの得点記録に参加する。
・全体の競技を再開する。
2 ぶら下がり矢
・他の矢が当たると危険なので、その標的の競技者は行射を中断し、立会い員に合図する
・その立ちの全競技者がそのエンドを終えたら、ＤＯＳは競技を中断する。
・ぶら下がり矢のあった競技者が立会い員と共に的前に行き、立会い員は当該競技者と共にその矢の得点を記録し、矢を抜き取り、その的中孔に印を付ける（刺さっている矢は後で看的）。→この結果、このエンドの点数記録が降べきの順にならない可能性が出てくることもあるので、立会い員はぶらさがり矢が発生したことと、自分のサインを看的用紙に記入すること。
・抜いた矢は全員のそのエンドの得点記録が全て終了するまで標的の後側に置いておく。
・ぶら下がり矢のあった標的の全競技者が完射していない場合には時間外処理を行う。
・立会い員はそのエンドの得点記録に参加する。
・全体の競技を再開する。
DOS・審判員注意事項
1、矢には、氏名またはイニシャルをシャフトに記す。
（なければマジックで書かせる。）
矢の統一を行うこと。弓具検査は厳密に行うこと。
2、制限時間2分で、30秒前に黄信号で警告する。2分以内に発射されなかった矢は全て無効である。
3、立会い員は、WL上の椅子にいて、はずし矢、垂れ矢、跳ね返り矢、貫通矢を見ていること。
4、忘れ物は、本人が射線をはずれて取りに行く事ができる。
5、矢取りに向かう時は、選手より後方で行く。戻る際も同様である。
6、看的し終わった後、的に矢が残っていないかを確認し、的面・的の位置を調整する。
7、的交換は、DOSと立会い員の状況判断で行うこと。
8、看的用紙の交換はDOSと立会い員の状況判断で行うこと。
9、安全確認後、行射開始の合図をし、DOSが開始する。
10、行射中に危険な事態が生じたら、立会い員は即座にDOSに合図する。
11、立会い員は矢の行方（跳ね返り矢など）をよく見ていること。
12、ジャッジサインは赤ペンを使用すること。
13、雷が鳴っている時にはDOSの判断に従うこと。ひどい場合には、DOSの判断により中止の処置を取る事もありうる。
14、制限時間・集合時間は厳密にすること。
15、試合の責任者であることを自覚すること。
16、立会い員の権限は絶対であるので、何人にも左右されてはならない（上級生・先輩など）。選手の失格の判断についても競技規則で定められた範囲で断固たる処置をとって良い。その為にも自覚と責任を持って任務を遂行すること。
17、立会校は遅くとも30分前にはレンジに集合していること。
18、得点カードの記入は必ず黒のボールペンを使用すること。なお、ジャッジサインのみ赤ボールペンを使用する。（立会員は赤ペンを用意すること）
19、整列の際は、A立ちは3mライン、B立ちはSLに整列する。
20、連絡があって、正当な理由による遅刻であると認められた場合は、競技委員長にの指示に従うこと。連絡がなかったり、あまりにも遅くなったり、理由の正当性の判断が付かないなどの場合は、対戦校以外の競技役員まで報告すること。
21、立会い員は競技規則に関する十分な知識を有し、競技中のトラブルに対して、公平に的確な判断を下すこと。万が一不測の事態などが生じたら、迷わず競技役員に連絡すること。
新型コロナウイルス感染拡大防止について 

新型コロナ感染拡大の防止について、次の各項にご協力ください。 

1 　以下の各事項に該当する場合は、参加を見合わせてください。 　
・体調がよくない場合（例：平熱を超える発熱・咳・咽頭痛・呼吸困難・倦怠感および味覚・嗅覚の異常などの症状がある場合） 　

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 　

・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航または当該在住者との濃厚接触がある場合

2 　必ずマスクをご持参ください。行射中以外はマスクの着用をお願いします。
3 　こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施してください。 

4 　入場時の検温（３７．５度以上）にご協力ください。 
5 　競技中に大きな声で会話、応援をしないでください。 
6 　競技終了後2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、大会委員長に対して速やかに濃厚接触者の有無等について報告してください。 
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